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立身出世、功名心

の印象

唱歌『ふるさと』

歌詞3番

「志を果たしていつ

の日にか帰らん」→

ふるさとへ

立身出世、功名の

ようにとらえられ

てしまう

最近使われなく

なっている言葉

夢、「少年よ大志を

いだけ」、国が関係

するような印象

心に決めること、江

戸時代の刀や武士、

男性のイメージ

明治時代、「坂の上の

雲」のような国家の夢 人生の目的

野心、功名心→明

治のエネルギー

こころの向かうと

ころ、こころの目

指すところ

深い欲望に根差す

喜び、悦び

自分なりの幸福を

求めて日々に希望

を見出そうとする

現世利益（立身出

世、功名）→時代

や国家からの要請

外からの動機付け自分の内から湧き

上がる動機

人間としてどうあ

りたいか

どういう国にした

い あるべき姿に向

かって努力

あるべき姿を探し

ていく

「雨ニモ負ケ

ズ・・小サナ小屋

ニイテ・・東ニ病

気ノ小ドモアレバ

イッテ看病シテヤ

リ・・ホメラレモ

セズクニモサレ

ズ・・サウイウモ

ノニワタシハナリ

タイ

金や物でなく、人

と人との心のつな

がり

タテではなくヨコ

のつながり

故郷に錦をかざる

人的にも物質的に

も関係性を再構築

どこと繋がってい

くか

タテは男性的、行

政的、ヨコは女性

的

政治家の2世3世→

志などない

若者の公務員志望

→安定志向

自分の立場が安定している

ことが公務員のステータス

→志なしが大半

利己的な内部規範、

仲間うちの行動

真善美（ほんとう、

よい、うつくしい）



成長→GDP、経済

的生産性

人間の成長は置き

去り

成熟→人間の幸福

関係性の再構築

プロセスを大切に

する

八幡屋磯五郎→唐辛

子8割県外生産→長

野で生産し雇用を作

り出したいとがん

ばっている→志の例

になるのでは

「人この世に生まれ

出て志あるべし」

（チャン・イーモ

ウ）映画『あの子を

探して』のテーマ

利己的であった代

用教員の少女が子

供とともに成長し

ていく物語

Boys be ambitious in 

Christ(God).であり、

神に対して人間とし

ていかにあるかであ

り、立身出世や浮つ

いた功名心ではない

目的、目標
渋沢栄一、稲盛和

夫氏のような優れ

た企業家の例

参考：鷲田清一氏

「折々のことば」

（2022．9.24)より

「こころざしが胸に生まれれば・・・自分を照らしてくれる光りになるのよ。

時間がかかるでしょうけれども、自分の灯は自分でつけないと」（山根基

世）

・・・人と対等に意見を交わす態度が成熟していないと気づき、こどもの話

し言葉を育む活動を始めた。やっと自分のすべきことが見えたと。

インタビュー「こころざしって何だろう？」（「暮らしの手帳」5世紀20号）

から


